
ＪＡバンク三重　専門家派遣事業

★税理士や中小企業診断士などのプロがアドバイスを行います。
★最大で５回、  　　　で専門家のサポートを受けることができます。

　「ＪＡバンク三重専門家派遣事業」は、円滑な事業
承継や経営の高度化を目指す農業者の皆さまの要
請に応じ、専門的な知識や経験を有する専門家を
派遣し、経営課題に応じた適切な診断・助言を行う
ことで、課題の解決を図り、皆さまの発展に資する
ことを目的としています。ぜひ、ご利用ください。

対象者

三重県内において農業を営む方および農業
に従事する方

三重県内において農業を営む法人
※課題が不明確な場合や受入体制が不十分などの場合は、
ご希望に沿いかねる場合もございます。

詳細については各ＪＡ担当者までご確認ください

農業者の皆さまの悩みや課題を
専門家がサポートします

実施期間

～2022年2月28日
2020年4月１日

6次産業化 経営改善

法人化 事業承継 労務管理

無料

詳しくはお近くのJAバンクまでお問い合わせください。

ＪＡバンク三重　農業資金

農業経営に必要な資金として
幅広~く

ご利用いただけます

トラクター・ドローン
などの農業機械購入

生産管理システム
などの先進技術導入

栽培用ハウス
・畜舎建設

農業運転資金農地購入

その他農業経営に
必要な資金

利子補給

%年
最大
当初3年 JAバンク利子補給制度で金利負担を軽減します。

【取扱期間】2022年1月1日～2023年3月31日

農業者の皆さまを応援するため

三重県下JA／JA三重信連

　かんきつはウイロイドに感染すると
樹勢が著しく低下するため、苗木生
産の元となる母樹や原母樹はウイロ
イドを保毒していないことが肝要とな
ります。無毒化の方法は、茎頂接ぎ
木法（茎頂0.2～0.3mmを用いる）
や断続熱処理法（穂木用苗木に
40℃と25℃を4時間ごとに繰り返
す）があります。しかし、一部のウイロ
イドでは0.4mmまでの茎頂でしか除
去が確認されていません。そこで、比
較的茎頂の切り出しが容易な0.5 
mmの茎頂接ぎ木と断続熱処理と
の併用がカンキツウイロイド（ホップ
矮化ウイロイド（HSVd）、カンキツ矮
化ウイロイド（CDVd）、カンキツウイ
ロイドⅥ（CVd-VI））の除去に及ぼす

影響を検討しました。
　研究では、断続熱処理0.5mm茎
頂接ぎ木での除去効果はやや低い
ですが、3種のウイロイドを同時に除
去できました（除去率19.4％）。次
に、熱処理と茎頂接ぎ木の方法が
活着率に及ぼす影響を調べたとこ
ろ、断続熱処理0.5mm茎頂接ぎ木
での活着率は73.8％と高い値を示
しました。また、断続熱処理と0.5 
mm茎頂接ぎ木の併用処理により、
3種類のウイロイドを同時除去できる
個体を1割程度得られました。
　以上より、温州ミカンにおいては、

40℃と25℃を4時間ごとに繰り返
す断続熱処理と茎頂0.5mmの接ぎ
木の併用処理により、簡易で、かつ
活着率を高く維持できる効率的なウ
イロイド除去が行えることが分かりま
した。

▶このコーナーは、三重県農業研究所の「研究成果情報」に基づき制作し、県内に広く研究成果を紹介します。
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紀南果樹研究室 紀南果樹研究課 ☎05979-2-0008
中央農業改良普及センター          ☎0598-42-6707

お問い合わせ先

図　処理法別のウイロイド除去率

※供試品種は「みえ紀南3号」
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J Aバンクは地域の担い手を応援します
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多段サーモ使い
５％省エネ

植
物
の
光
合
成
や
呼
吸

は
、
気
温
が
高
く
な
る
と

活
発
に
な
り
ま
す
。
農
作

物
の
場
合
、
成
長
に
使
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る
光
合
成

は
促
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

費
す
る
だ
け
の
呼
吸
は
抑

え
た
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

多
段
サ
ー
モ
装
置
を
使
っ

た
変
温
管
理
は
こ
れ
に
対

応
し
て
生
育
を
促
す
と
同

時
に
、
省
エ
ネ
対
策
に
も

な
り
ま
す
。
変
温
な
し
の

通
常
の
暖
房
機
で
は
、
夜

温
を
一
定
に
保
つ
よ
う
に
暖

房
し
ま
す
が
、
同
装
置
を

使
う
場
合
は
夕
方
、
夜
中
、

早
朝
で
設
定
温
度
を
変
え

る
の
が
一
般
的
で
す
。
夕
方

の
温
度
を
上
げ
る
と
、
養

分
の
転
流
を
促
す
効
果
が

あ
り
ま
す
。

三
重
県
四
日
市
市
で
キ
ュ

ウ
リ
２０
㌃
を
施
設
栽
培
す

る
阿
部
俊
樹
さ
ん
は
、４
段

階
で
温
度
を
変
え
て
い
ま

す
。
日
の
出
の
１
時
間
前

か
ら
１８
度
に
高
め
、
日
中

は
１５
〜
２０
度
に
設
定
し
て

い
ま
す
。
日
没
後
６
時
間

を
１２
〜
１４
度
、
そ
の
後
は

１０
〜
１２
度
で
維
持
し
ま
す
。

阿
部
さ
ん
は「
温
度
の
下
げ

過
ぎ
に
注
意
が
必
要
」
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。

農
水
省
の「
施
設
園
芸
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
管
理
マニュ

ア
ル
」は
、野
菜
や
花
き
、果

樹
な
ど
の
生
育
に
適
し
た

温
度
や
、
限
界
温
度
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。
適
温
を

超
え
る
温
度
ま
で
加
温
す

れ
ば
、
燃
油
の
ロ
ス
だ
け
で

な
く
、作
物
の
生
育
不
良
や

品
質
低
下
に
つ
な
が
り
ま

す
。品
目
や
品
種
に
よ
っ
て

適
温
範
囲
が
違
う
た
め
、同

省
は
地
元
の
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
に
確
認

す
る
よ
う
促
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
物
の
光
合
成
や
呼
吸
に
合
わ
せ
て
、ハ
ウ
ス
内
の
温
度
を
時
間
帯
で
変
え
る

こ
と
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
が
で
き
ま
す
。複
数
の
温
度
設
定
が
で
き
る
多
段
サ
ー
モ

装
置
を
利
用
す
る
方
法
で
、夜
中
は
設
定
温
度
を
下
げ
て
呼
吸
を
抑
え
る
一
方
、早

朝
は
温
度
を
高
め
て
光
合
成
を
促
進
し
ま
す
。農
水
省
の「
施
設
園
芸
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
生
産
管
理
マ
ニュ
ア
ル
」に
よ
る
と
、５
％
ほ
ど
の
省
エ
ネ
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

（
日
本
農
業
新
聞　

２
０
２
１
年
11
月
24
日
）

　

朝
、夕
、夜
で
変
温
管
理

　

朝
、夕
、夜
で
変
温
管
理

節油対策 ひと工夫

野菜の作物別生育適温と限界温度

変温管理の温度設定のイメージ

（農水省のマニュアルを基に作成）
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